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文献 のみ な らず,サ イバースペース とい う言
葉 の創案者で ある小説家 ウィ リアム ・ギブソ
ンの作品や,「'ワイヤー ド」 や 「ニ ュー ヨー
ク ・タイムス」,「ヴィ レッジ ・ヴォイス」 と
いった先鋭的なメデ ィアで活躍す るジャーナ
リス トに よる重要 な仕事 も含 まれて いる。 デ
ジタル文化 の社会への浸透が進行形 としてあっ
た1990年代 の ラデ ィカルな論考が中心を 占め
てい るが,は るかに早 い時期 に著わ されたそ
れ らの先駆 ともい うべき予言的 な卓見が所収
されてい る点 も注 目すべ きで あろう。
本書 は6部 か ら構成 されて いるが,以 下 に
各部 のテーマ とそのテーマの下 にまとめ られ
た論考 の著者 とタイ トル を示す。 なお数字 は
当該論考 が最初 に発表 された年を表 してい る。
(ただ しガ タ リの論考 にっ いて は,英 訳 文 の
初 出年 である。 またジャクスンの論考 は,本
書 のための書下 ろ しと思 われ る。)
序
第1部 「庭園の機 械」
1ヴ ァーネヴァル ・ブッシュ 「私 たちが考
えるよ うに」1945
2サ デ ィー ・プラン ト 「ア ダ」1997
3ス ラヴォイ ・チチ ェック 「仮想現実か ら
現実 の仮 想化 へ」1996
4ポ ール ・ヴィ リリオ 「速度 と情報:サ イ
バ ースペ ースの警告!」1995
5ド ナ ・ハ ラウェイ 「サイボーグの宣言:
1980年代 の科学,技 術,社 会主義的 フェ ミ
ニズム」1985




7ウ ィ リアム ・ギブソ ン 「ニーマニ ック,
122
ジ ョニー」1986
8マ イケル ・ハイム 「サ イバー スペースの
官能的存在論」1994
9マ ーガ レッ ト・モース 「仮想 的に女性:
身体 とコー ド」1997
10ジ ョー ジ ・ラン ドウ 「ハイパーテキス ト
と批評理論」1991
11ブ レンダ ・ロー レル 「劇場 としての コン
ビs一 ター」1991
12ハ キム ・ベ イ 「情報戦争」1996
第3部 「非物 質的な世界 に暮 らす」
13シ ョシ ャーナ ・ツボ ッフ 「スマー トマシ
ンの時代の変 換の矛盾」1988
14ス タ ンリー ・アルノヴ ィッツ 「技術 と労
働 の未来」1994
15ア ーサー ・クローカー,マ イケル ・ワイ
ンシュタイ ン 「仮想階級の理論」1994
16マ ニ ュエル ・カ ステル ス 「情 報経 済」
1993
17ハ ーバー ト・シ ラー 「地球規模 の情 報ハ
イウェイ:統 治で きない世界のための計画」
1995
18ク リテ ィカル ・ア ー ト ・ア ンサ ンブル
「肉体機械時代の到来」1998
第4部 「サイバ ースペ ースで自己を演 じる」
19ア ル クエ ー ル ・ロー ザ ンヌ ・(サ ン
デ ィー ・)ス トー ン 「本 当の身体 は喜 んで
立 ち上が るのか?:ヴ ァーチ ャル文化 をめ
ぐる境界 の物語」1991
20ジ ュリア ン ・デ ィベル 「サイバースペー
スにおけるある強姦 事件:或 いは,邪 悪 な
道化,ハ イチの奇術 師,二 人 の ウィザー ド,
そ して何十人 もの出演者が,い かに してデー
タベ ース を一 つ の社 会 に昇華 させ た か」
1993
21ロ ーラ ・ミラー 「先 ず女性 と子供:ジ ェ
ンダーと電子的最前線 の定着」1995
22ス テ ィーブ ・シルバ ーマ ン 「僕 たちは10
代,僕 たちは変 わ り者,そ して僕たちはE一
メイルを受 け取 った」1994
23リ サ ・ナカムラ 「サイバ ースペースにお
ける/と っての人 種:イ ンターネ ット上 の
擬似人格 旅行 と人 種的見過 ごし」2000
24シ ェ リー ・ター クル 「私 たちとは誰か」
1995
第5部 「オンライ ン上 のコ ミュニテ ィーの
探求」
25ピ エール ・レヴィ 「集合的知」1997
26マ ー ク ・ポス ター 「サイバー民主主義:
インターネ ッ トと公的 な領域」1997
27ハ ワー ド・レインゴール ド 「仮想的 コミュ
ニテ ィー」1993
28ジ レルモ ・ゴメス=ペ ーニ ャ 「仮想 のバ
リオ@他 の前線(或 いはシカゴのイ ンター
ネッ ト)」1996
29ア ヴィタル ・ロンネル 「あるコミュニティー
の消滅」1996
第6部 「デジタル文化 を読 む」
30ロ バ ー ト・マーク リー 「歴史,理 論,そ
して仮想現実」1996
31N・ キ ャサ リン・ヘイルス 「サイバー ス
ペースの還元」1993
32ヴ ィヴィァ ン ・ソブチ ャック 「新世代の
ミュータ ント忍者 ハ ッカー:モ ン ド2000を
読む」1994
33カ メロ ン ・ベイ リー 「仮想的皮膚:サ イ
バ ースペ ースにお ける人種 の分節」1996
34テ ィモ シー ・ア レン ・ジャクス ン 「新 し
いメディアの美学 に向けて」(2001)

































































































顛末を追 ったレポー トである。MUDと は,
MultipleUserDialogue或いはDungeon或
いはDimensionの略称で,参 加者が自 ら定
めた仮想の人格を演 じなが ら,他の参加者 と
のテキス トのやり取 りを通 して仮想世界に生
活する,一種のmル ・プレイ ングのような
プログラムである。わが国ではそれ程盛んで









































以上,特 に強 く評者の関心を惹いた論考 に
ついて紹介したが,先 のタイ トルー覧からも
明 らかなように本書には多 くの魅力的且つ意
義深い論考が収められている。デジタル文化
を読み解 くためには,最先端の話題に眼を向
けるのみならず,複 眼的な視点をもっ必要が
あると考えられるが,本書の内容の多様性は,
このことのためにも極めて有効である。
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